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2025 年７月 20 日（日）
予選・決勝

天候：晴れ　路面：ドライ

#38　阪口 晴南
予選　10 番手　決勝：11 位

#39　大湯 都史樹
予選　４番手　決勝：７位

　前日の第 6 戦では阪口晴南、大湯都史樹とも公式予選で

上位グリッドを獲得したものの、決勝レースでは想定以上

のレースペースの悪さに苦しみ、さらにピットストップで

のタイムロスも重なったことから、阪口が７位、大湯が 8

位とポイント獲得こそ果たしたが、苦しい結果に終わった

　多くのファンがスタンドを埋めるなか、迎えた午前 10 時

10 分からの公式予選。まずは Q1 のＡ組には阪口が出走し

た。気温 30 度／路面温度 46 度という暑さのなか、阪口は

ウォームアップを行い、アタックに入っていった。ただコク

ピットの阪口は「ウォームアップのときから『あれ？』とい

う雰囲気がありました」と違和感を感じる。この週末複数行

われているサポートレースの影響か、暑さの影響かコンディ

ションが良くない状況だった。

　ライバルも含めタイムが伸びないなかではあったが、阪口

は１分 23 秒 650 を記録し 6 番手につけ、かろうじて Q2

進出を果たすことになった。

　続くＢ組には大湯が出走した。状況の変化を感じとりなが

ら、１分 23 秒 220 を記録。４番手で Q1 突破を果たした。

「昨日とはクルマのキャラクターが変わったところではあり

ますが、少し合わせ切れないところはありました」と大湯は

振り返った。

　続く Q2 では、チェッカーラップに向けて各車が続々と

アタックを展開していくが、ここで大湯が１分 23 秒 145

までタイムを伸ばし、前日と同じ４番手につけた。ただ一

方の阪口は大きなタイムアップはならず。１分 23 秒 395

SANKI VERTEX PARTNERS CERUMO・INGING。 第

6 戦での反省を活かすべく、チームは７月 20 日（日）に公

式予選・決勝レースが行われる第 7 戦に臨んだ。前日とは

わずかにタイムスケジュールが異なるほか、朝から夏の青空

が広がり、気温も第 6 戦よりわずかに高い状況だった。

で 10 番手という順位となった。「今回比較的大きめな変更

を行ったのですが、いまひとつメリットがなく、予選で上位

につけられる感触はありませんでした」と阪口は予選を振り

返った。

　一方で、大湯は前日と同じ４番手ながら、「手ごたえは昨

日よりもありました」という。「決勝に向けてはポジティブ

な方向にありますし、第 6 戦のようにはならないと思いま

す」と前向きなコメントを残した。決勝レースに向けて時間

は多くはないが、チームは可能な限りの作業を続けた。

Round.07　FUJI
第７戦　富士スピードウェイ

公式予選QUALIFY ７月 20 日（日）　10:10 〜 10:52　天候：晴れ　路面：ドライ
ベストタイム　#38　阪口晴南　1'23.395 ／ #39　大湯都史樹　1'23.145
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　当初、午後３時 15 分に予定されていた第 7 戦の決勝レ

ース。オンタイムとなる午後２時 23 分からレコノサンス

ラップが始まったが、珍しいトラブルが起きた。複数の車両

で、タイム計測等に使用するトランスポンダーにトラブルが

発生。交換作業が必要となり、当初予定から 42 分遅れとな

る午後３時 57 分に決勝レースのフォーメーションラップが

スタートすることになった。

　やや雲が増えたものの、気温 31 度／路面温度 50 度とい

う暑さのなか迎えたスタートでは、好スタートを決めた大湯

が #64 佐藤蓮をかわし３番手に浮上。また７番手スタート

の #65 イゴール・オオムラ・フラガが１周目からピットイ

ンする作戦を採ったことから、阪口もひとつ順位を上げ、９

番手につけた。このレースではピットウインドウはなく序盤

からピットインするライバルが少しずつ出はじめるが、その

たびに阪口は少しずつ順位を上げていった。

　一方、３番手に浮上した大湯は、オープニングラップで２

番手だった #1 坪井翔、２周目から２番手となった #6 太

田格之進をかわすべくオーバーテイクシステムを使いバト

ルをしかけたが、少しずつその差が広がると、逆に後方か

ら #64 佐藤が仕掛けてくる展開となった。９周目、大湯は

#64 佐藤の先行を許したが、その直後に大湯はピットへ。

前日ピットでのロスがあったチームはしっかりと作業を行い

大湯を送り出した。ただ、ピットアウト後は１周目に作業を

終えていた #65 オオムラ・フラガを攻めあぐねることに。

何度もギリギリのバトルを展開し、16 周目にようやくオー

バーテイクすることに成功した。

　各陣営とも、後半スティントのタイヤのライフを考え、い

つピットインを行うかは分かれていくことになったが、17

周目、12 番手を走っていた #29 野中誠太がピットイン後

タイヤが外れストップしてしまい、

これでセーフティカーが導入され

た。この機を逃さず、まだピットイ

ンしていなかった阪口はライバルた

ちとともにピットに向かうが、作

業を終えると同時に他車がピットイ

ン。阪口はわずかなタイミングを待

たなければならず、これで４台に先

行されることになった。

　さらに、全車がタイヤ交換を終え

た後、６番手につけていた大湯には

タイヤ交換を終えた集団が迫ってき

た。29 周目にはひとつ順位を落と

したが、その後は激しい攻防のなか

ポジションを死守していった。
　一方、阪口はレース終盤 11 番手につけ、前日も順位を争

った #14 大嶋和也とバトルを展開していった。入賞圏内を

かけた戦いで一度はオーバーテイクすることに成功したが、

最後は先行を許し 11 位でフィニッシュした。

　大湯はチェッカーまでポジションを守り切り、７位でフィ

ニッシュ。戦略の面では大湯には味方しなかったが、次戦以

降に繋がるポイント獲得を果たした。

７月 20 日（日）　15:57 〜 17:07　天候：晴れ　路面：ドライ
ベストタイム　#38　阪口晴南　1'25.376（41L) ／ #39　大湯都史樹　1'25.463（5L）決勝レースRACE
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ドライバー／監督コメント

38　阪口 晴南　SENA SAKAGUCHI

39　大湯 都史樹　TOSHIKI OYU

立川 祐路 監督　YUJI TACHIKAWA

COMMENTS

「予選順位から変わらない結果となりましたが、あの順位なりのペースだったのかな、

と思います。セーフティカーラン中にピットインすることになりましたが、他車のタ

イミングで出られない状況があり、そこでのロスで４台に先行されてしまいました。

それが今回のレースのすべてだったと思います。ちょうど大湯選手と面白いバトルが

できそうな位置に出られる可能性があったんですけどね。今季ずっとポイントを争っ

ているのは良いのですが、昨日の第 6 戦も今回も、ちょっとしたことでこういう結

果になってしまっています。まずは純粋なスピードを結果に反映できるように準備を

していきたいと思いますし、次の SUGO の方がチャンスがあると思っています」

「レース序盤は２番手の坪井選手を抜こうと狙っていたのですが、そこでオーバーテ

イクシステムを使いすぎたのが後半にも響いてしまいました。ピットインしてからは

ペースはそこまで苦しいわけではなかったのですが、途中でセーフティカーが入った

ことで、タイヤがフレッシュなメンバーがうしろに入ってしまい、それで苦しい展開

を強いられてしまいました。７位を守り切ることができたのはほぼ奇跡のような感じ

でしたね。良かったです。次戦の SUGO は僕自身は得意なコースではありますが、

今のところあまり結果を残すことができていないので、少しずつ調子を上げているな

か、ちゃんと結果を残すことができるようにしたいと思っています」

「前日の第 6 戦での反省を踏まえて臨んだ第 7 戦でしたが、公式予選では大湯選手が

４番手につけることができ、阪口選手も苦しいなかで 11 番手につけました。ただ

決勝レースでは結果的にペースもそうですし、戦略もどちらも噛みあわなかったです

ね。大湯選手についてはセーフティカーランが戦略に響いてしまいましたし、阪口選

手についてはセーフティカー中のピットインで、作業を終えて出るときに少し他車と

重なってしまい、ロスがあったのは残念でしたね。次回はスポーツランド SUGO で

のレースになりますが、もっと前の位置でレースができるように頑張っていきたいと

思います。応援ありがとうございました」
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リザルトRESULT
第７戦富士スピードウェイ　決勝結果

ドライバーランキング（上位） チームランキング
Rank.	 No.	 Driver				    Total

1	 36	 坪井翔	 	 	 	 87
2	 6	 太田格之進	 	 	 84
3	 5	 牧野任祐		 	 	 73
4	 15	 岩佐歩夢		 	 	 67
5	 16	 野尻智紀		 	 	 57	
6	 64	 佐藤蓮	 	 	 	 30
7	 38	 阪口晴南		 	 	 26
8	 3	 山下健太		 	 	 25
9	 65	 I. オオムラ・フラガ	 	 25
10	 7	 小林可夢偉	 	 	 21

13	 39	 大湯都史樹	 	 	 16

Rank.	 Team					     Total

1	 DOCOMO TEAM DANDELION RACING	  145
2	 TEAM MUGEN	 	 	 	  108
3	 VANTELIN TEAM TOM’S	 	 	  99
4	 PONOS NAKAJIMA RACING	 	  53
5	 SANKI VERTEX PARTNERS CERUMO･INGING	 42
6	 Kids com Team KCMG	 	 	  39
7	 KONDO RACING		 	 	  23
8	 docomo business ROOKIE		 	  13
9	 San-Ei Gen with B-Max	 	 	   3

Pos. No. Driver Car Engine Laps Total Time Gap

1 6 太田格之進 DOCOMO DANDELION M6Y SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 41 1:06'12.813

2 15 岩佐歩夢 AUTOBACS MUGEN SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 41 1:06'19.940 7.127

3 1 坪井翔 VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA/TRD 01F 41 1:06'20.760 7.947

4 7 小林可夢偉 Kids com KCMG Cayman SF23 TOYOTA/TRD 01F 41 1:06'20.971 8.158

5 37 S. フェネストラズ VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA/TRD 01F 41 1:06'23.096 10.283

6 64 佐藤蓮 PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 41 1:06'27.258 14.445

7 39 大湯都史樹 SANKI VERTEX CERUMOINGING SF23 TOYOTA/TRD 01F 41 1:06'31.715 18.902

8 3 山下健太 REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA/TRD 01F 41 1:06'32.526 19.713

9 5 牧野任祐 DOCOMO DANDELION M5S SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 41 1:06'33.246 20.433

10 14 大嶋和也 docomo business ROOKIE SF23 TOYOTA/TRD 01F 41 1:06'33.994 21.181

11 38 阪口晴南 SANKI VERTEX CERUMOINGING SF23 TOYOTA/TRD 01F 41 1:06'34.537 21.724

12 16 野尻智紀 AUTOBACS MUGEN SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 41 1:06'35.490 22.677

13 19 O. ラスムッセン ITOCHU ENEX WECARS TEAM IMPUL SF23 TOYOTA/TRD 01F 41 1:06'37.100 24.287

14 20 高星明誠 ITOCHU ENEX WECARS TEAM IMPUL SF23 TOYOTA/TRD 01F 41 1:06'37.515 24.702

15 28 小高一斗 KDDI TGMGP TGR-DC SF23 TOYOTA/TRD 01F 41 1:06'39.444 26.631

16 4 Z. オサリバン REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA/TRD 01F 41 1:06'41.236 28.423

17 50 小出峻 San-Ei Gen with B-Max SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 41 1:06'46.106 33.293

18 65 I. オオムラ・フラガ PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 40 1:06'49.666 1Lap

以上完走

12 三宅淳詞 ThreeBond SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 33 1:06'56.703 8Laps

10 Juju HAZAMA ANDO Triple Tree SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 1:06'50.027 10Laps

29 野中誠太 KDDI TGMGP TGR-DC SF23 TOYOTA/TRD 01F 16 23'15.851 25Laps

8 福住仁嶺 Kids com KCMG Elyse SF23 TOYOTA/TRD 01F 11 16'27.325 30Laps


